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厚労省は2024年度の介護保険報酬改定で、訪問

介護の基本報酬を1.59％下げると発表した。訪問介

護に当たるヘルパーの待遇が悪いため、募集しても

集まらないことが周知の事実なのにその報酬を下げ

るというのだから、これはひどい話だ。 

3月8日、「ウィメンズ アクション ネットワー

ク（上野千鶴子代表）」はじめ、介護事業を行ってい

る事業者や現場で働く人たちが、参議院の会議室で

院内集会をもった。厚労省も担当者が5名参加し、質

問に回答してくれた。国会議員も、山井和則さん(衆

議院議員)、福島瑞穂さん（参議院議員）、大河原ま

さこさん（衆議院議員）をはじめ多く参加された。 

今回の介護保険改定の最初の案では、「要介護1及

び２」の場合は、介護保険からはずして自治体によ

る「総合事業」の範疇に入れるということと「ケア

プラン作成」を利用者負担とすることが出されてい

たが、「最悪の改定」と叫んで頑張ったせいで、いっ

たん引っ込められた。「黙ってたらあかん」という思

いもした。が、訪問介護問題では、ヘルパー不足と

なって、「介護難民」という事態が生まれてくるに違

いない。 

厚労省がいうところでは、全介護保険事業所の利 

 

益率が 2.4％であるのに対し、訪問介護事業所の平

均的な利益率が 7.8％あるからだそうだが、現実に

地域の小さな事業所の撤退は増加しており、調査に

対して回答する余裕もないという所が多いと考えら

れる。利益率を高めているのは、サービス付き高齢

者住宅が増えて、同じ経営体による訪問介護が提供

されていることにある。いわゆる「囲い込み」で、

ヘルパーの移動時間が少ないから効率がいいのだ。 

新自由主義政策のもとで、福祉の世界に株式会社

が参入し、それが暴走している感じがする。流れが

できてしまったとき、それを止めることは難しい。

京都市は第三セクターとして市が育成してきた京都

福祉サービス協会が独立するといういい事例を実現

しているので、ヘルパー確保に力を見せてほしいと

願う。 

院内集会の最後に、京都からオンライン参加で「認

知症の人と家族の会」代表理事の鎌田松代さんがし

っかりと発言してくれた。自分が認知症になること

も想定する市民、自分の最期をどう生きるか、あな

た任せしない市民こそがこの社会の崩壊を食い止め

ると信じる。そういう意味で、私たちの絆は力をも

つと信じている。
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５月１８日（土） 13：30〜14：30 ひと・まち交流館 京都 第5会議室 

15：00 から同会場で記念講演会を開催します。詳細は P7 に。 

2024 年度通常総会 
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会員の多くが高齢者である“きょうと介護保険にかかわる会”。今回は、会員にアンケート調査を

行い“終のすみか”として介護を受けたい場所やその理由について、36 名の方から回答をいただ

きました。 

 研修会では、アンケートに寄せられた様々な思いが紹介され、その思いを介護保険制度とマッチ

ングさせるにはどのような課題があるのかを、現状を踏まえ事例も交えながら利用者目線で分かり

やすく丁寧に説明していただきました。 

 

高齢者の最期の場所について（アンケート結

果より） 

「介護を受けたい、終のすみか」についての

質問では、約７割が「自宅で」と回答され「気

の向くまま好きなように」「少ない年金で施設

に入れるのか？」「施設では思うような生活は

困難か？」など、「落ち着ける居場所・住み慣れ

た場所=自宅」という理由でした。「介護施設や

介護付き高齢者住宅に住む」という回答には、

自宅で過ごしたいが、家族の負担や老々介護の

ことを考えるとやむを得ないという思いが書

かれていました。 

2016 年の国のデータでは、1976 年以降核

家族化の進行等により最期の場所は病院死が

７割以上と自宅に比べて圧倒的に多く、今回の

回答者の思いとは大きな隔たりがありました。 

 

2045年問題とは 

日本のすべての都道府県で高齢化率が30％

を超えるという2045年問題では、65歳以上

の高齢者が４割、現役世代５割、子ども１割に

なると予測され、親子で構成する家族を基本と

した現在の社会の仕組みは立ち行かなくなり、

介護保険制度の維持が難しくなるのではない

かということでした。 

「終の住まい」を自宅とすること 

「施設に入らず『自宅』を終の住処にする方

法」の著者である田中聡さんの経験が紹介され、

終の住まいを自宅とすることは QOL（生活の

質）ではなく QOD（QUALITY OF DEATH：

最期の質）の向上に繋がると話されました。ケ

アマネジャーや訪問医との信頼関係を築くこ

とが重要、家族・住環境による介護力の確保と

いう課題のクリア、そして本人が

自宅で最期を迎えたいという強

い意志が明確でなければ自宅を

「終の住まい」にすることは難し

いということでした。 

自分にあった施設の見分け方と

は 

施設は介護保険法等の法律で

整理すると次の３つに分けられ

ます。 

“ 終 の す み か ” は ど う し た い で す か 。 

第 133 回 
研 修 会 
報 告 

日 時：3 月 23 日（土） 13 : 30～16 : 30 

会 場：ひと・まち交流館 京都 ３階 第 5 会議室 

講 師：中川 慶子さん 

（当会 副理事長）     

参加者： 29 名 

～ 会 員 ア ン ケ ー ト 調 査 か ら 考 え る “ よ り よ い 入 居 施 設 ” と は ～ 
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① 介護保険法（特別養護老人ホーム、介護老人

保健施設、介護医療院） 

② 高齢者住まい法（サービス付き高齢者向け

住宅「サ高住」） 

③ 老人福祉法（有料老人ホーム、軽費老人ホー

ム、養護老人ホーム、認知症グループホーム） 

「特別養護老人ホーム」は要介護３以上で入

所対象となること、「サ高住」は高齢者専用の共

同住宅で基本的には介護サービスがなく健康

な人でも入居できるが、毎月入居費が 14.5 万

円以上かかる(2022 年相場)ということ、施設

の見分け方として費用や設備、立地条件等いく

つかのチェック項目が考えられるが、それらを

基に事前に調べておくことが大切であるとい

うことでした。 

 

そして、最期は・・ 

“終のすみか”についてあらためて考えてみ

ると、在宅を望んでも介護保険制度と「自分の

思い」をマッチングさせるには、家族や住環境

のあり方、費用の確保など一人ひとりの生活状

況によって様々な課題があることが分かりま

した。 

「在宅か施設か、終の住処は何を選ぶのがよ

いのか」、「エンディングをどのようにデザイン

していくのか」を考えるよい機会であったと思

いました。 

 最後に講師から「私たちはそれぞれの目の前

の課題について曖昧にしておかず、これからの

生き方を準備することが大事なことではない

でしょうか」との言葉があり、研修会が締めく

くられました。講師のお話しの後、グループに

分かれてそれぞれが考える終のすみかについ

ての思いを語り合いました。 

（栗山 博臣記） 

 

 

【アンケート結果グラフ】 
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一般社団法人「つなぎ」とは 

昨年 3 月に京都府警を退職された中邨（なか

むら）よし子さんが、同じく府警を退職された

竹内雅人さんとともに、警察署などに保護され

た認知症の高齢者のお迎えを代行するという

サービスを提供するために立ち上げた非営利

法人。全国的にも先駆けとなるサービス。 

現在の認知症高齢者の状態 

認知症の方は、外出先で突然居場所が分から

なくなり、迷ってしまうことがある。親切な人

に発見され警察に通報されると、警察署で保護

されることになる。警察では「警察官職務執行

法」に基づき、家族に連絡するわけだが、問題

はそのあと。家族がすぐに迎えに来てくれれば

よいが、連絡が取れない、仕事ですぐに動けな

い、などの事情で、本人は不安なまま警察署内

で待たされることになる。 

保護された方を送迎するルールがない 

警察で決まっているルールは、保護したあと、

家族に連絡するところまでだ。誰が当の本人を

迎えに行き、誰が送るのかについては、決まっ

たルールがない。また警察は保護した方を24

時間以内に引き渡さなければならないことに

なっている。 

保護される認知症高齢者が増え続けている 

 警察に保護される認知症高齢者の数は年々

増え続けている。京都府内で警察に保護された

件数をみると、平成25年は1,831人だったが、

令和3年には3,314人、令和4年には3,490人

と増え続け、令和5年では4,007人となり、平

成25年と比べると、なんと2.5倍の件数だ。こ

の数字は1日平均11人の方が京都府下のどこ

かの警察で保護されていることになる。 

「つなぎ」のサービス内容 

前もって契約をしておくことが必要だが、認

知症高齢者が警察に保護されたあと、タクシー

でお迎えに行き、自宅なり入居施設に届けると

いうサービスだ。各警察管区にスタッフ（警察

OB）が待機しており、いざという時に出動する。

「つなぎ」は警察とのネットワークがあるため、

契約者の引き渡しの手続きもスムーズにいく。

また上記のサービス以外にも契約者の自宅に

カメラを設置するほか、GPS 付きの「見守りカ

ード」を配布するなど、安否確認のサービスも

提供している。 

まとめ 

「つなぎ」には２つの思いが込められている、

と言う。一つは家族との橋渡しであり、もう一

つはこのようなサービスが行政や事業者など

で広がるまでの「つなぎ」になること。制度の

狭間にあるこのサービスが、今後とも継続・発

展することを心から祈りたい。 

《参加者の感想》 

〇思いがけないサービスだった。広くみんなに

知られる活動になれば良いと思う。 

〇これからの時代、必要なサービスです。大い

に広めて、行政も巻きこんで進めてほしい。 

〇民間のサービスではなく、半官半民の道筋が

見つかればいいと思う。 

〇全国展開していきたいとのこと。是非とも事

業が存続してほしい。 

（吉川 正義記） 

 

 

 

警察 OB が運営する認知症サポートサービス 

第 132 回 
研 修 会 
報 告 

日 時：2 月 24 日（土） 13 : 30～16 : 30 

会 場：ひと・まち交流館 京都 ３階 第 5 会議室 

講 師：中邨（なかむら）よし子さん 

（一般社団法人つなぎ代表理事 府警 OB）    

参加者： 26 名 

～認知症高齢者の保護の現状と解決に向けて～ 

京都市左京区松ヶ崎の事務所１階で「つなぎ

カフェ」を営業しており、地域の方の居場所と

して活用されている。2 階はレンタルスペー

ス。情報発信もしている。 
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「高齢者施策についての質問」へ京都市か

ら回答 

 ２月６日投票の京都市長選挙にあたり、ネット

ワークから候補予定者（当時）への公開質問状を

提出しましたが、新市長に当選された松井氏から

回答はありませんでした。そこで松井市長の初登

庁日の 2 月 26 日に同内容の質問状を提出し、3

月 7 日に保健福祉局健康長寿のまち・京都推進

室 介護ケア推進課より回答をいただきました。

なお、京都市長名による回答ではありませんが、

担当課に確認したところ「市長への手紙」に対す

る回答手続きに従って対応頂いているとのこと

でした。 

京都市からの回答は右記の

QR コードからご覧いただくこ

とができます。また市会各会派

と記者クラブにお知らせし無所

属議員も含めて配布しました。

内容についての検証をさらに進

める予定です。 

すこやかプランへのパブリックコメントは

前回より減少 

 「第９期京都市民長寿すこやかプラン（案）に

対する市民意見募集の結果について」が「第５回

京都市高齢者施策推進協議会（R6.2.29）」の「資

料３」で公開されました。 

意見者数 130 人（前回：170 人）、 意見総数

206 件（前回：303 件）と、前回を下回りまし

た。ネットワークはパブリックコメント啓発活動

として名刺大の啓発カードを 2000 枚作成し、

各団体から地域包括支援センターや区社会福祉

協議会をはじめとして関係先に配布したにもか

かわらず残念な結果になりました。 

 

 

 

こやかプラン（案）」が示されました。厚労省発表

で訪問介護基本報酬の引き下げが話題になって

いますが、要支援 1・2 を対象とした総合事業の

報酬は地方自治体が決めることになっています。

しかし京都市からは「国の方針」を理由に、総合

事業の訪問型サービス介護型と生活支援型の月

額基本報酬の単位引き下げ案が示されました。と

ころがその後 3 月 28 日に開催された第 6 回協

議会では「国の告示」を理由としてその単位引き

下げが撤回され、混迷ぶりがあらわになりました。

今後の動きに注目したいと思います。 

これからの「よりよい介護をつくる市民ネ

ットワーク」 

介護保険をめぐって色々な課題がある中、市民

団体がネットワークを作って取り組むという動

きは他では見られません。今後も構成団体それぞ

れの活動内容を紹介しあい、課題を共有していく

必要性を会議で確認しました。 

ネットワークが昨年 11 月 25 日に開催したシ

ンポジウムで基調講演、コメンテーターとしてお

世話になった浜岡政好先生（佛教大学名誉教授）

を囲む会を 3 月 29 日に開催しました。先生か

らは「自助・共助・公助」論の本質について研究

を進めておられるお話、また集まった各団体代表

者やメンバーからは介護保険や介護サービスに

ついての意見が活発にかわされました。 

よりよい介護をつくる市民ネットワークからの報告 

（よりよい介護をつくる市民ネットワーク

事務局長 梶 政彦記） 

総合事業の訪問型サービス基本報酬に注目 
上記の第 5 回協議会で「第 9 期京都市民長寿す 
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会報は 2000 年 3 月の当会発足後、同年 7 月 7 日

に創刊され、今号で 135 号となる。情報交換、情報提

供の場として発行し続けている会報だが、その内容や配

布方法について、読者の方々のご意見を聞かせていただ

きたいと考えアンケートを実施した。アンケート結果の

詳細とアンケート用紙は右の QR コードにアクセスして

ご覧いただきたい。 

 

会報への関心度が高い方が回答 

 アンケートは 2024 年 2 月号の会報に同封す

る形で実施し 2 月末日を〆切とした。また当会

会員のメーリングリストでメール発信した。回答

があったのは計 39。会員からが 34、会員外か

らは 5 だった。結果として会報に興味・関心を持

ってくださっている方からの回答がほぼ全数だ

った。会報が手元に届いても興味が持てない、読

む気がしないと思われている方々からの声を聞

く方法は、別途工夫する必要がある。ただ会員外

で 20～30 歳代の女性が全頁、そしてシリーズ

物もすべて必ず読むと回答してくださったのに

は励まされた。 

シリーズ物への評価 

 いずれも必ず読むという回答が 8～9 割だっ

た。 

「巻頭言」 時事的な問題について理事長が明

確な立場で意見表明されていることに共感を覚

えるという声が多かった。参考になる、新しい

気づきがある、楽しみにしているという声も多

かった。 

「研修会報告」 不参加の時の内容が分かる、

出席時は内容の復習が出来るという声をいただ

いた。録画(youtube)とリンクしていると、参

加できなかった時に嬉しいという声もあったの

で検討したい。 

 

 

「介護保険ホット news」 勉強になる、参考に

なるとの声も多かったが、初めての方向けのニュ

ースもあっていいのではという声もあった。 

「シリーズ私の介護体験」 貴重な体験談が興味

深い、参考にしたいという声が多かった。 

「会員リレーえっせい」 かかわる会の皆さんの

課題や生き方がわかり楽しく読んでいる、色々な

人がいて興味深いという声が寄せられた。 

「シルバー川柳」 クスっと笑わせていただいて

いる、心の琴線に触れる作品がある、硬い記事の

中に笑いのコーナーがあってとても良い企画と

思うとの声をいただいた。 

今後取り上げてほしい内容は？ 

「介護サービス事業所の情報」が 19 で一番多

く、続いて「介護保険の基礎知識」17、「介護に

関する相談コーナー」14、「読者の声欄」13 と

続く。「介護サービス事業所の情報」といっても

制度的なことについての情報が必要なのか、それ

とも個別事業所の情報が欲しいのか、この選択肢

からは不明だが、たぶんその両方だろう。介護保

険の基礎知識の内容も含めて、今、読者の方々が

どのような情報を求めておられるのか、具体的に

把握することが必要であることを考えさせられ

る結果だった。 

「 会 報 」 に つ い て の ア ン ケ ー ト 結 果 

読 ん で 面 白 い 、 役 に 立 つ 会 報 を め ざ し て 

（広報担当：冬木 美智子記） 

（アンケート結果） （アンケート用紙） 
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母が 70 歳になる前ごろからおかしい感じが出

てきました。病院から山ほどの薬をもらってくる

ようになり、ちょうど私が乳がんで右胸全摘の手

術を受けるときも付き添うことが無理でした。 

ある日、母は、私の夫がだいじな物を盗んだと

言って私たちの部屋に入ってきたので、それを止

めようとすると、私の胸を押しました。手術後の

痛みがまだ残っていることも忘れて。たまたま、

東京に住む弟からの電話があり、異常なようすを

感じた弟は、すぐに新幹線で母を迎えに来てくれ

ました。 

弟の連れ合いは看護師で特養の施設長だった

ので、母の受け入れに努力したようです。でも、

彼女の身体に引っかき傷があるのを見て弟も助

けを求めてきました。夫と私は東京まで行って、

母を連れて帰りました。 

 

 

自宅に戻ったある日、徘徊しようとする母を止

めようとすると、怒った母は「めくらの子なんか

産みとうなかった」「我慢ばっかりしてきた。う

ちの人生返して」と泣きました。「私かてこんな

身体で生まれとうなかった」。ついこの間のこと

のように思い出されます。府立洛南病院で森俊夫

先生の診断を受け、しばらく入院して自宅に戻っ

てからデイサービスにも連れていきました。やが

てショートステイに入ってその 

まま特養「こぶしの里」に入れていただきまし

た。夫が保護者会の役員を受けてくれ、「いい勉

強になった」と言ってくれました。先進的な施設

でした。薬は全部やめにして、1４年近くお世話

になり、施設で看取っていただきました。夫は、

母の認知症が、この「かかわる会」をつくるきっ

かけになったと言っています。 

（梶寿美子さんは梶理事長の奥様で全盲の筝曲家） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「 か か わ る 会 」 誕 生 の き っ か け 

第17回 

介護を受ける、介護をする、そのナマの声を繋ぎます 

会員  梶 寿美子 

第 134 回 研修会   ４月野外研修会のお知らせ 

日 時：4月30日（火）9:45 叡電出町柳駅集合 

行き先：特別養護老人ホーム 花友いちはら 

内 容：2015年開所の施設見学と外国人労働者の 

雇用の実際をお聞きします。 

定 員：20 名（先着順です） 

 

 5 月総会 
記念講演 

日 時：5 月１８日（土）15:00～16:30 

会 場：ひと･まち交流館京都 3 階 第 5 会議室 

講 師：丹波史紀さん 

（立命館大学産業社会学部現代社会学科教授） 

参加費：無料 

プロフィール 

前任地（福島大学）で、災害地をずっと見続け、避難者支援活動をされてこられました。先行きの見
通しのない高齢者の生活再建、尊厳ある復興とは・・色々とお話をしていただきます。 

能登半島地震と東北福島原発

事故から学ぶこと 
 

丹波史紀さん 
最新著書 
2023/4/20 
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私は大学で理学療法士の国家資格を取得した

後、急性期や回復期の病院で経験を積み、現在

は訪問リハビリの業務に従事しています。訪問

リハビリとは、利用者の自宅を訪問し、心身の

機能の維持・回復や、日常生活の自立を支援す

るために、リハビリテーションを行う介護保険

や医療保険を使ったサービスのことです。リハ

ビリテーションの実施だけではなく、介護する

家族へのアドバイスや相談、福祉用具選定や住

環境整備のご提案なども行います。 

私は自宅でのリハビリはとても大切であると

考えています。なぜなら、高齢者の転倒事故は

自宅内で最も多く発生しているためです。転倒

によって骨折や脳出血などの重大事故につなが

ったり、要介護状態になることもあります。そ

こで、安全に在宅生活を送るために、動作の練

習や環境整備、注意するポイントをお伝えする

ことなどが極めて重要です。 

 そのことから、より専門性を高めたいと思い、

30 歳を超えてから大学院に進学し、安全な住環 

 

 

 

 

境整備についての研究を行ってきました。そし

て現在は、杖やシルバーカーなどの歩行補助具

の効果と心身機能との関連性についての研究を

続けています。世界的にみても報告がそれほど

多くない分野ではありますが、高齢者の 4～5 割

が何らかの歩行補助具を使っているという報告

もあるため、歩行補助具の効果の検証や、心身

機能の変化についての研究は意義があるものと

考えています。 

そして、私は2児の父でもあります。休みの日

は子どもに振り回され、普段の仕事よりも疲れ

ていることもしばしばあります。とは言え家族

サービスや子どもとの時間も大切にしたいので、

こちらも絶対に手を抜くことはできません。 

 もう段々と若さが強みにならない年齢になっ

てきており、無理は禁物だと自覚しています。

しかし、気持ちは若く、これからも「リハビリ

テーション専門職」×「安全な生活環境の研究

者」×「2 児のパパ」の三刀流で、頑張っていき

たいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

「  

 

 

坂野 裕也 
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